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Aircraft System) に対する需要が急速に拡大している [1]．その要因としては飛行
制御技術や通信技術の高性能・小型化，強化カーボン素材の低価格化などにより，






































































































































































































に，UASでは周波数ホッピング（FHSS:Frequency Hopping Spread Spectrum）















































































































































































































































































































0 (SIR < 0)


































ネットワーク内の全UASの集合を U としたとき，目的 1は以下の式によって
表される．






SIRu  0; 8u 2 U (3.7)































： UA : 地上局 : 資源割当制御局
(a) 仮想セルの適用前


































































































































































































































































































Npf  Lf +Ncf  Lf = Lac: (3.9)
各スーパーフレーム中の制御フレーム内で送信する情報は，UASの位置情報や資














Npf  (g2GLsf;g) +Ncf  Lf = Lac: (3.11)



























SF for 𝑔1 SF for 𝑔1 SF for 𝑔2 SF for 𝑔2 SF for 𝑔3











































































































： UA : 地上局 : 資源割当制御局


















r   dmax (3.13)
ここで，は同セルグループに属するセル間距離に関するパラメータであり，セ





















： UA : 地上局 : 資源割当制御局
移動
2𝑣𝐿ac























2  v  Lac (3.18)
そのため，2  Lac秒後のUA-地上局間の最大通信距離は以下の通りに表される．
dmax + 2  v  Lac: (3.19)
式 (3.4)より，UAの移動環境において，全UASの SIRが 0以上となる仮想セ
ル半径は以下の通りに導出される．











































3 (dmax + 2vLac)

























































CF #1 CF #𝑁cf… PF #2 PF #3
(b) スーパーフレームが短い場合 (:小)












プット pは，式 (3.26)，式 (3.27)より以下のとおりに表される．
p = sum   (3.29)








3 (dmax + 2vLac)









































数は式 3.12に従う．そのため，セル c内に Vc台のUAが存在する場合に，それ
ぞれのUAの通信スループットは以下の式により表される．
c = B  log2 (1 + 0) 
Npf  Lsf;g


















































Loptsf;g = arg max
Lsf;g
















Loptsf;g = arg max
Lsf;g




































帯域幅 B 20 MHz
送信電力 Pt 0.2 W
雑音電力 N0 1:0 10 12 W
送信アンテナ利得Gt 0 dBi
受信アンテナ利得Gr 0 dBi



















































Numbe of Cell group is 3
Numbe of Cell group is 4
Numbe of Cell group is 7









































































































min fcj 8c 2 Cg = B log2 (1 + 0)P

















Ncg  jUj B  log2 (1 + 0) : (3.41)
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図 3.17: UAの地理的配置によるスループットの変化（セルグループ数が4の場合）
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h << r (4.2)
より，



































































Cli;j  fi;j + fj;i (4.9)


















表 4.1: シミュレーションにおけるパラメータ設定 2
Parameter value
UA数 3


























































x𝒋 𝑥𝑗 , 𝑦𝑗
図 4.5: UA-UA間通信リンクの接続条件
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